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１
１
月
４
日
第
２
回
「
高
台
文
化
祭
」
を
さ

く
ら
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
展
示
と
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
展
示
で
は
、
２
８
名
の
皆
さ

ん
の
「
絵
画
」「
刺
繍
」「
書
」
「
俳
句
」
「
絵

手
紙
」
「
押
絵
」
「
写
真
」
「
陶
芸
」
「
木
彫
」

「
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
立
体
絵
）」「
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
（
木
製
品
へ
の
絵
付
け
）」「
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
（
水
分
を
除
去
し
た

花
）
」
の
６
６
点
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
で
は
青
手
九
谷
・

金
襴
手
伊
万
里
・
銅
鐸
な
ど
の
骨
董
品
の
展

示
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
古
今
亭
志
ん
朝

お
見
立

て
」
・「
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
」
ビ
デ

オ
の
放
映
、
講
演
「
幻
の
弟
国
宮
は
ど
こ
に
」
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
「
ハ
ン
ド
ヨ
ー
ガ
」
、
皆
ん
な
で

「
懐
か
し
の
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
お
う
」
が
あ
り
、

時
間
を
忘
れ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
０
０
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。↗

♣

３
０
年
度
下
半
期
分
の
自
治
会
会

費
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
員

３
３
３
世
帯
の
う
ち
長
期
不
在
等
の

４
世
帯
を
除
い
た
３
２
９
世
帯
か
ら

５
９
２
，
２
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
南
谷
地
区
（
４
丁
目
南
の｢

山
手
台
み

や
び
ヒ
ル
ズ｣

の
内
長
岡
京
市
に
入
る
地
域
）

１
６
区
画
に
つ
い
て
は
建
築
が
進
ん
で
お

り
、
会
員
勧
誘
を
進
め
て
い
ま
す
。

♣

市
主
催
の
第
４
３
回
「
農
業
祭
」
が
、
１

１
月
２
５
日
（
日
）
１
０
時
か
ら
１
５
時
ま

で
、
中
央
公
民
館
市
民
ひ
ろ
ば
（
今
年
は
開

催
場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
）
で
あ
り
ま

す
。
飲
食
・
土
産
・
体
験
各
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
無
料
の
長
岡
京

汁
・
筍
バ
タ
ー
焼
き
・
餅
な
ど
の
ふ
る
ま
い

も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
現
在
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
回
し
て
い

る
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
喫
茶
で
歓
談
し
、
古
本
交
換
会
で
自
由

に
図
書
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
の
高
い
立
派
な
高
台
の
皆
さ
ん
の
作
品

に
来
館
者
は
感
嘆
し
き
り
で
、
隔
年
開
催
で

は
な
く
来
年
も
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

高
台
バ
ス
通
り
に
こ
れ
ま
で
の
南
京

櫨
に
代
わ
る
、
常
緑
で
高
木
の
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
と
低
木
の
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
の

植
栽
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
は
、
赤
い
実
の
生
る
雌
木
と
実
の
生

ら
な
い
雄
木
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
春

に
芽
を
吹
き
葉
が
交
代
し
、
や
が
て
淡
紫
色

の
花
が
咲
き
、
６
ミ
リ
ほ
ど
の
真
っ
赤
な
実

が
な
り
ま
す
。

金
ヶ
原
バ
ス
停
付
近
の
最
終
区
間
の
舗
装
・

植
栽
が
終
わ
れ
ば
、
バ
ス
通
り
の
工
事
は
完

了
し
ま
す
。

「
災
害
の
危
険
と
対
策
に
つ
い
て
の
学

習
と
交
流
会
」
を
、
１
２
月
４
日
（
火
）

１
３
時
３
０
分
か
ら
２
時
間
、
ま
た
１

２
月
２
２
日
（
土
）
１
０
時
か
ら
２
時

間
（
２
日
共
同
じ
内
容
）
、
さ
く
ら
会
館

で
行
い
ま
す
。
市
の
防
災
指
導
員
の
上
田
寛

治
氏
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
を

い
た
だ
き
、
高
台
の
平
田
さ
ん
と
丸
橋
さ
ん

に
も
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ
の
後
質
問
の
時

間
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
お
持
ち
に
な
り
、
多
数
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

赤
い
羽
根
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
８
６

世
帯
か
ら
１
０
４
，
７
０
０
円
を
お
預

か
り
し
ま
し
た
。
赤
い
羽
根
募
金
に
５

万
円
、
残
り
を
歳
末
助
け
合
い
募
金
に

お
渡
し
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
０
月
２
１
日
秋
の
公
園

清
掃
が
あ
り
ま
し
た
。
２

号
公
園
か
ら
５
号
公
園
に

８
７
名
の
皆
さ
ん
の
参
加

が
あ
り
、
雑
草
な
ど
を
入

れ
た
ゴ
ミ
袋
は
１
４
７
袋

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
０
月
２
８
日
高
台
２
号

公
園
に
訓
練
避
難
し
ま
し

た
。
そ
の
後
２
１
名
で
長

岡
第
五
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
催
の
「
総
合
防
災
訓
練
」

に
参
加
の
た
め
長
五
小
に

向
か
い
ま
し
た
。
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
設
置
訓
練
や

避
難
所
開
設
運
営
訓
練
を

し
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
実
際
の
避
難
を
想
定
し
て
「
ペ

ッ
ト
の
避
難
訓
練
」
も
実
施
し
、
３
２
匹
の

ワ
ン
ち
ゃ
ん
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
ケ
ー
タ
イ
に
訓
練
緊
急
速
報
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
メ
ー
ル
は
実
際
の
災

害
時
に
重
要
で
す
の
で
、
メ
ー
ル
が
届
か
な

か
っ
た
人
は
、
購
入
し
た
お
店
で
設
定
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）
。

１
９
Ｂ

片
瀬

冨
士
夫

さ
ん

奥
海
印
寺
よ
り
、
高
台
４
丁
目

に
引
っ
越
し
て
、
１
２
年
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
、
初
め
て
ブ

ロ
ッ
ク
委
員
と
な
り
、
公
園
除

草
や
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
、
夏
祭
り
な
ど
の
自
治
会

活
動
に
初
め
て
参
加
し
、
ま
た

ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
映
画
会
や
、
敬
老
昼
食
会
な
ど
、
高
台
住
民
の

親
睦
を
は
か
る
様
々
な
行
事
を
企
画
・
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
今
年
か
ら
、
常
任

委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
名
古
屋
で
生
ま
れ
育
ち
大
学
卒
業
後
、
京

都
が
本
社
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
５
年
の

寮
生
活
を
経
て
、
今
の
平
和
堂
近
く
に
会
社
の

寮
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
神
足
に
住
み
、
結
婚
を

機
に
奥
海
印
寺
に
移
り
ま
し
た
。
都
会
で
も
な

く
、
田
舎
で
も
な
い
、
交
通
の
利
便
よ
く
、
自
然

豊
か
な
長
岡
京
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
長
岡
京
生

活
は
既
に
３
８
年
に
な
り
ま
す
。

７
年
前
会
社
を
退
職
し
、
２
人
の
子
供
も
独
立

し
、
現
在
は
仕
事
を
持
つ
妻
と
２
人
暮
ら
し
で

す
。
専
業
主
夫
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

と
い
っ
て
も
洗
濯
も
の
を
と
り
い
れ
る
く
ら
い

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
。

現
在
は
、
チ
ョ
ン
チ
ョ
ニ
（
長
岡
京
の
韓
国
語
サ

ー
ク
ル
）、
乙
訓
点
訳
サ
ー
ク
ル
、
京
都
ナ
ッ
ソ

（
シ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
）
等
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
先
日
日
韓
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
バ
ン

ビ
オ
で
、
長
岡
京
市
と
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
私
も
少
し
だ
け
韓
国

語
の
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

町
を
歩
い
て
知
っ
た
人
に
会
う
こ
と
も
随
分
多

く
な
り
ま
し
た
。
顔
と
名
前
が
わ
か
り
、
出
会
っ

た
ら
挨
拶
ぐ
ら
い
は
か
わ
す
、
こ
ん
な
関
係
が

よ
り
多
く
作
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第５４回「ふれあいサロン（映画
会）」は、１１月２６日（月）１３
時３０分からです。今回は年末の定
番「忠臣蔵」を鑑賞します。
「赤穂事件」は、江戸中期に実際に
あった話しです。１７０１年４月に

赤穂藩主浅野内匠頭が江戸城松の
廊下で刃傷におよび、１７０３年１
月に赤穂浪士が宿敵吉良邸に討ち
入りしました。元禄の泰平の時代
に、敵討ちを果たしたこの事件を、
人々は大いにもて囃し、仮名手本忠

臣蔵として歌舞伎や文楽として上
演されました。１９８５年（昭和６
０年）作品、大石内蔵助 里見浩太
朗、浅野内匠頭長矩 風間杜夫、吉
良上野介 森繁久彌、大石主税 坂上
忍、礒貝十郎左衛門 田村亮、阿久

里 多岐川裕美 など
オールスター豪華配
役です。
映画鑑賞後飲酒・喫
茶で歓談します。

さ
く
ら
会
館
「
年
末
大
掃
除
」
を
１
２
月
８
日
（
土
、

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か
ら
行
い
ま
す
。
高
台
全

住
民
が
対
象
で
す
（
高
台
集
会
所
は
、
自
治
会
会

員
だ
け
で
な
く
高
台
住
民
全
体
の
協
力
で
作
ら
れ

た
財
産
で
あ
る
た
め
、
そ
の
整
備
も
全
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
）。
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
の
方
は
必
ず
参
加
お
願
い
し
ま
す
。
会
館
の
外

壁
な
ど
も
き
れ
い
に
し
て
、
１
年
の
垢
を
落
と
し

新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
１
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
１
３
Ｂ
と
１
４

Ｂ
の
１
０
名
で
行
い
ま
し
た
。
１
０
月
度
さ
く
ら

会
館
の
部
屋
利
用
は
２
６
回
で
し
た
。

「年賀状」と「喪中はがき」
の制作・印刷 ①制作代・基本

代無料 ②印刷代は市場の半
額(30 円) ③好きなデザイン
を選べ写真持ち込みも可 ④
昨年スーパーなどで印刷さ
れた価格の半額で行います。
材料費以外の利益は、

自治会の収入となり
ます。ご希望の方は、
総合窓口または956
-1976 まで

３
０
年
度
全
国
一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
台
で
も
か
っ
て
住

宅
火
災
や
竹
林
火
災
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
、
国
が
提
案
す
る
「
３
つ
の
習
慣
、

４
つ
の
対
策
」
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

<

３
つ
の
習
慣>

→
①
寝
た
ば
こ
禁
止

②
ス

ト
ー
ブ
の
裸
火
に
注
意

③
コ
ン
ロ
か
ら
離

れ
る
と
き
は
消
火

<

４
つ
の
対
策>

→
①
家
庭
用
火
災
警
報
器
を

設
置

②
寝
具
・
カ
ー
テ
ン
等
は
防
炎
品

③

家
庭
用
消
火
器
の
設
置

④
隣
近
所
の
協
力

体
制
構
築

（
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
も
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
）

街
路
樹
初
代
ポ
プ
ラ
、
２
代
目
南
京
櫨
、
３
代
目
黒
鉄
黐

１１月 2６日（月）９時から１
２時まで、さくら会館。パソコン
修理、ネット接続、ウイルス除
去、ワードの使い方等 出入自由

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん

４号公園での清掃作業ペットの避難訓練


